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第
39
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
授

賞
式
が
３
月
４
日
に
東
京
都
で
行
わ

れ
、
日
本
ト
ル
コ
合
作
映
画
『
海
難

１
８
９
０
』
が
録
音
と
美
術
の
２
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
は
、

１
８
９
０
年
に
樫
野
崎
で
起
き
た
ト
ル

コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
事

故
と
１
９
８
５
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

戦
争
で
の
ト
ル
コ
共
和
国
に
よ
る
日
本

人
救
出
を
題
材
に
し
た
映
画
で
、
同
賞

の
10
部
門
で
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
串
本
の
史
実
を
題
材

に
し
た
『
海
難
１
８
９
０
』
が
優
秀
賞

10
部
門
に
入
り
、
２
部
門
で
最
優
秀
賞

録
音
と
美
術
の
２
部
門
で
最
優
秀
賞
の
快
挙

第
39
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
嬉
し

い
か
ぎ
り
で
す
。
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
機

会
に
多
く
の
人
に
歴
史（
史
実
）を
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
改
め
て

先
人
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
中
光
敏
監
督
は
「
監
督
賞

を
含
め
10
部
門
で
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
串
本
、
和
歌
山
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
と
っ
た
賞
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
先
人
方
の
樫
野
崎
の
善
意
、
物

語
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
映
画
は
存
在

し
て
い
る
し
、
そ
の
感
動
の
お
か
げ
で

賞
を
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
と
一
緒
に
喜
び
た
い
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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①アカデミー賞授賞式後の海難 1890
の祝賀パーティで挨拶を述べる田嶋町
長。②受賞を祝う横断幕が串本町役場
本庁舎に掲げられています。
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Town Topics

　
３
月
１
日
、
串
本
町
役
場
古
座
分
庁

舎
で
、
映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
を
鑑

賞
し
た
町
内
の
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
の
児
童
生
徒
が
書
い
た
感

想
文
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
先
人
た
ち
の
行
い
や

両
国
間
の
絆
、
思
い
や
り
の
心
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、
両
国
関
係
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
町
長
賞
を
受
賞

し
た
２
人
の
作
品
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

先
人
の
思
い
や
ト
ル
コ
と
の
絆
を
未
来
へ

映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
感
想
文
表
彰
式

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
（
敬
称
略
）

【
町
長
賞
】

　
福
島

　
夕
夏

　
　（
大
島
小
６
年
）　

　
速
水

　
和

　
　
　（
串
本
中
２
年
）

【
議
長
賞
】

　
小
山

　
穂
乃
花

　（
古
座
小
６
年
）

　
井
本

　
康
太

　
　（
大
島
中
３
年
）

【
教
育
長
賞
】

　
山
下

　
詩
織

　
　（
大
島
小
６
年
）

　
平

　
　
晃
成

　
　（
串
本
中
２
年
）

【
佳
作
】

　
仁
木

　
愛
里

　
　（
串
本
小
６
年
）

　
杉
若

　
圭
亮

　
　（
大
島
小
４
年
）

　
早
川

　
美
桜

　
　（
田
原
小
４
年
）

　
直
井

　
愛
蘭

　
　（
潮
岬
中
２
年
）

　
林

　
　
真
愛

　
　（
潮
岬
中
３
年
）

　
滝
本

　
来
夢

　
　（
大
島
中
１
年
）

　
中
村

　
紀
香

　
　（
大
島
中
２
年
）

受賞された児童生徒の皆さんとの記念撮影

感想文を朗読する速水和さん
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但し、整形外科は、木曜日
に限り、午前11時00分ま
での受付となります。ご注
意ください。

※

■くしもと町立　　　もと町立　　
　　　病院コーナー ■病院コーナ

Vol.48

ご
了
承
下
さ
い

４月１日から下記のとおり診療体制が変わります。                                   

〔内　　科〕足立哲平 医師 →宮
み や た

田 剛
   たけし

医師（再赴任）、 　樋野尚一 医師 →福
ふ く い

井彩
あ や の

乃医師
〔外　　科〕白石　治 医師 →船

ふ な い

井貞
さ だ お

往医師（准教授）、　 前川昌平 医師 → 佐
さ と う

藤克
かつあ き

明医師
〔整形外科〕桝村直志 医師 →松

まつざ き

﨑晃
こ う じ

治医師　  〔小児科〕小西悠平 医師 →塩
え ん や

谷拓
た く じ

嗣医師

４月１日からの外来診療担当医予定表
月 火 水 木 金 受付時間

内 科
１診 阪本　　繁 宮田　　剛 阪本　　繁 循環器内科

（近畿大学医師） 阪本　　繁
午前7時30分～11時30分

２診 福井　彩乃 秋山　裕由 秋山　裕由 福井　彩乃 宮田　　剛

外 科 船井　貞往 佐藤　克明 船井　貞往 佐藤　克明 船井　貞往

整 形 外 科
１診 山本　憲廣 山本　憲廣

（予約のみ）
山岸孝太郎
（予約のみ） 山本　憲廣 山岸孝太郎

２診 松﨑　晃治 山岸孝太郎 松﨑　晃治 松﨑　晃治
（予約のみ）

産 婦 人 科 木村　憲三 急患のみ
（手術日） 木村　憲三 木村　憲三 木村　憲三

小 児 科
塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣

専門外来 近畿大学医師
（月２回）

眼 科 近畿大学医師 近畿大学医師

耳 鼻 咽 喉 科 近畿大学医師 近畿大学医師

午前7時30分～11時00分
泌 尿 器 科 近畿大学医師

紀南病院医師
新宮医療センター医師
（第5火曜日は休診）

脳 神 経 外 科 近畿大学医師
（第4金曜日） 午前7時30分～午後3時00分

（診察は午後1時から）外科専門外来
（心臓血管外科）

紀南病院医師
（第2･4木曜日）

休 診 日 土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（12月29日～１月３日）

★都合により、上記診療予定が変更される場合があります。
★時間外での診察を希望されても、緊急性がないと判断した場合、当該疾患の専門医師が診療にあたるとは限らないことから、 
　通常の外来診療を行っている時間帯に受診することを勧める場合があります。
★小児科については、夜間および土・日・祝日・年末年始は診察できません。
　尚、平日については、受付時間 （11:30） 後であっても、救急の場合に限り午後５時まで診療を行います。

医 師 異 動 の お 知 ら せ

☆前任の医師が主治医となっている患者様
　につきましては、基本的には後任の医師
　が引き続き主治医を務めさせていただき
　ます。

※４月から着任する医師については、来
　月号広報「くしもと町立病院コーナー」
　において、ご紹介させていただきます。〔

〔
。

護師・作業療法士看護
　　を募集しています

詳しくは病院事務室まで
お問い合わせください。
　℡０７３５－６２－７１１１
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平
成
28
年

　
第
１
回
定
例
会

　
施
政
方
針
【
要
旨
】

　
平
成
28
年
串
本
町
議
会
第
１
回
定
例

会
は
、
３
月
８
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
３
月
28
日
ま
で
の
21
日
間
と
し
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
は
町
政
運
営
に

関
す
る
所
信
を
述
べ
、
主
要
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

田
原
小
学
校
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
古

座
学
童
保
育
所
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
に
よ
り
町
内
全
て
の
小
学
校

の
児
童
が
学
童
保
育
所
に
通
え
る
環
境

が
整
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◇
認
定
子
ど
も
園

　
認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
４
月
の
開
設
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
認
定
子
ど
も
園
の
園
舎
は
、
当
面
、

串
本
幼
稚
園
お
よ
び
串
本
保
育
所
の
園

舎
を
活
用
す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
場
合
、
串
本
幼
稚
園
お

よ
び
串
本
保
育
所
は
平
成
28
年
度
を

も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
施
設
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所

の
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
串
本
駅
裏

開
発
の
造
成
用
地
へ
の
建
設
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

　
４
月
よ
り
、
乳
幼
児
医
療
費
等
の
名

称
を
子
ど
も
医
療
費
に
改
め
、
小
中
学

生
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
入

院
医
療
費
の
み
を
無
料
化
と
し
て
い
ま

し
た
が
本
年
８
月
か
ら
乳
幼
児
と
同
様

に
外
来
医
療
費
に
つ
い
て
も
無
料
と
い

た
し
ま
す
。
15
歳
以
下
の
児
童
に
つ
い

て
の
保
険
適
用
医
療
費
を
全
て
無
料
と

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
母
子
保
健
事
業

　
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
に
６
ヵ
月
児

の
相
談
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
子

ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
必
要
な
遊
び

方
を
保
護
者
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

身
体
の
発
達
の
確
認
ま
た
心
配
事
相
談

等
を
行
い
、
楽
し
く
安
心
し
て
育
児
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
児
童
発
達
支
援
施
設「
通
園
ら
っ
こ
」

　
平
成
27
年
４
月
に
旧
西
向
保
育
所
を

園
舎
と
し
た
「
通
園
ら
っ
こ
」
が
開
園

い
た
し
ま
し
た
が
、
本
施
設
は
３
連
動

地
震
に
よ
る
津
波
の
浸
水
域
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
津
波
の
心
配
の
な
い
高
台
へ

の
新
施
設
の
建
設
を
、
い
な
ほ
福
祉
会

と
も
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
国
の
追
加
補
正
予
算
で
施

 

■
安
心
の
あ
る
町
づ
く
り

◇
子
育
て
支
援
対
策

　
子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
平

成
28
年
度
か
ら
「
こ
ど
も
未
来
課
」
を

設
置
い
た
し
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る

役
場
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
各
種
手
続
き
が
わ
か

り
易
く
な
る
と
と
も
に
、
業
務
の
円
滑

化
、
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
発
育
と
、
保
護
者
の
子
育
て

を
力
強
く
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
学
童
保
育
所

　
４
月
よ
り
旧
錦
富
小
学
校
を
利
用
し

て
、
橋
杭
小
学
校
、
串
本
西
小
学
校
、

大
島
小
学
校
の
児
童
を
対
象
と
し
た
錦

富
学
童
保
育
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。 施政方針を述べる田嶋町長
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◇
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
推
進
計
画

　
昨
年
３
月
に
全
国
で
３
番
目
と
な
る

「
串
本
町
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
推
進

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
津
波
避
難

困
難
地
域
解
消
の
た
め
、
国
・
県
・
町
・

地
域
が
連
携
し
な
が
ら
個
別
施
策
を
推

進
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
計
画
は
策
定
し
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
そ
の
実
施
と
各
地
域
か
ら
の
要
望

に
基
づ
く
見
直
し
等
も
必
要
で
あ
り
ま

す
。
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
の
支

援
、
啓
発
活
動
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
し
て
そ
の
進
捗
管
理
と
地
域
に
根
付

い
た
防
災
対
策
を
積
極
的
に
推
進
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
避
難
路
の
整
備

　
現
在
、
上
ケ
地
地
区
の
県
道
す
さ
み

古
座
線
か
ら
火
伏
橋
へ
接
続
す
る
避
難

道
路
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成
28

年
度
は
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。
こ
の

道
路
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
向

地
域
の
方
々
は
地
震
津
波
発
生
時
に
よ

り
早
く
高
台
へ
避
難
で
き
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◇
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
統
合
化

　

　
デ
ジ
タ
ル
統
合
化
は
平
成
27
年
度
で

完
了
し
ま
す
が
、
戸
別
受
信
機
の
配
備

設
建
設
に
か
か
る
補
助
金
が
決
定
し
た

こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
１
月
の
完
成
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
新
施
設
の
建
設
は
、
い
な
ほ
福
祉
会

が
実
施
し
ま
す
が
、
建
設
用
地
は
、
上

野
山
地
区
内
の
緑
の
雇
用
担
い
手
住
宅

近
く
の
町
有
地
を
無
償
貸
与
し
、
建
設

に
係
る
費
用
の
補
助
を
行
う
な
ど
町
と

し
て
も
新
施
設
建
設
を
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
串
本
町
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
串
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
新
た
な

拠
点
施
設
と
な
る
串
本
町
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
が
サ
ン
ゴ
台
に
完
成
し
、
３
月

１
日
よ
り
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
津
波
災
害
の
心
配
が
な
く
な
り
、
ま

た
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
高
齢
者
の
方
々
に
は
、
大
変

素
晴
ら
し
い
環
境
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
ま
す
ま
す
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

し
て
く
れ
る
も
の
と
強
く
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業

　
保
険
者
が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ

移
行
さ
れ
る
大
き
な
制
度
改
革
が
進
め

ら
れ
る
中
で
、
保
険
者
と
な
る
和
歌
山

県
か
ら
も
国
保
財
政
の
健
全
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
、
平
成
28
年
度
と
国
民

健
康
保
険
税
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、

国
保
財
政
の
健
全
化
に
は
、
税
収
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
も

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
医
療
費
を
抑
制
す
る
に
は
、
定
期

的
な
健
診
に
よ
り
病
気
を
早
期
に
発
見

し
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
健
診
の
無
料
化
、

休
日
開
催
、
電
話
に
よ
る
未
受
診
者
へ

の
受
診
勧
奨
等
を
行
い
、
更
な
る
受
診

率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

■
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
は
３

カ
年
計
画
の
最
終
年
で
あ
り
江
田
区
か

ら
和
深
区
、
潮
岬
区
お
よ
び
出
雲
区
に

て
配
備
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
気
象
条

件
下
に
お
い
て
も
よ
り
確
実
に
情
報
伝

達
し
て
い
け
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◇
串
本
町
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

　
こ
の
施
設
は
、
植
松
区
の
旧
清
風
寮

跡
地
に
整
備
す
る
も
の
で
、
用
地
買
収

に
つ
い
て
財
務
省
と
協
議
を
重
ね
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
２
月
に
買
収
が
完

了
し
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
28
年
度
の

施
設
建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

■
人
を
育
て
る
町
づ
く
り

◇
学
校
給
食

　
昨
年
末
に
、
串
本
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
本
年
１
月
よ
り
段
階
的

に
提
供
し
て
い
ま
し
た
学
校
給
食
が
、

本
年
３
月
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
の
す

べ
て
の
児
童
生
徒
に
提
供
さ
れ
本
格
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
給
食
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
期
に
必

要
な
栄
養
源
と
な
る
大
切
な
「
食
事
」

の
一
端
を
担
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒
は
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ま
し
た
。
今
後
も
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

関
連
の
史
跡
と
し
て
保
護
の
万
全
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
国
際
交
流

　
昨
年
は
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
１
２
５

周
年
追
悼
式
典
の
挙
行
、
日
本
ト
ル
コ

合
作
映
画
「
海
難
１
８
９
０
」
の
公
開
、

そ
し
て
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
の
特
別
機「
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

号
の
就
航
な
ど
、
当
町
と
ト
ル
コ
の
友

好
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
出
来
事

が
相
次
ぎ
、
ま
さ
に
歴
史
的
な
１
年
で

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
駐
日
ト
ル
コ

大
使
館
な
ど
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
「
ト
ル
コ
友
好
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
、
両
国
友
好
関
係
の
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
本
年
は
、
１
７
９
１
年
の
レ
イ

も
と
よ
り
保
護
者
か
ら
も
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
「
安
心
安
全
」
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
お
い
し
い
学
校
給
食
の
提
供
を

心
が
け
、
学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
文
化
財

　
平
成
24
年
度
か
ら
、「
紀
伊
山
地

の
霊れ
い
じ
ょ
う場

と
参さ

ん
け
い
み
ち

詣
道
」
の
世
界
文
化
遺

産
追
加
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
、
熊
野
参
詣
道
大

辺
路
の
一
部
で
あ
る
、
新に
っ
た
ひ
ら
み
み
ち

田
平
見
道
、

冨と
み
や
ま
ひ
ら
み
み
ち

山
平
見
道
、
飛と

び
や
た
に
み
ち

渡
谷
道
、
清し

み
ず
と
う
げ

水
峠
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
10
月
７
日
の
官

報
告
示
に
よ
り
国
の
史
跡
と
し
て
追
加

指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」
は
、
奈
良
県
、
三
重
県
お
よ

び
県
内
の
関
係
遺
産
と
と
も
に
本
年
１

月
14
日
開
催
の
世
界
遺
産
条
約
関
係
省

庁
連
絡
会
議
を
経
て
、
政
府
が
世
界
遺

産
委
員
会
事
務
局
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
に
軽
微
な
変
更
と
し
て
提

案
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
提
案
書
は
、
本
年
７
月
の
第
40

回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
れ
ば
世
界
文
化

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
樫
野
崎
地
域
の
文
化
財
指
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
が
中
心
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
樫
野
埼
灯
台
を
史
跡
指
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
海
上
保
安
庁
と
文
化

庁
の
間
で
調
整
が
取
れ
て
い
な
い
た
め
、

灯
台
を
除
い
た
「
船
甲
羅
」、「
遭
難
者

上
陸
地
」、「
樫
野
埼
灯
台
旧
官
舎
」
お

よ
び
既
指
定
の
「
遭
難
者
墓
地
」
を
含

め
て
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
関
連
遺
跡

群
」
と
し
て
県
の
文
化
財
指
定
と
し
て

申
請
す
る
案
が
提
案
さ
れ
、
樫
野
漁
協

の
同
意
も
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
指
定
の

た
め
の
申
請
書
類
を
県
に
提
出
い
た
し

デ
ィ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
号
の
串
本
来
航
か

ら
２
２
５
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ

た
り
ま
す
。

　
同
号
が
串
本
へ
来
航
し
た
当
時
の
状

況
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
で
な
い
部
分

が
存
在
し
ま
す
の
で
、
本
年
を
同
号
に

関
す
る
「
調
査
研
究
」
元
年
と
位
置
づ

け
、
節
目
の
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
米

国
内
の
関
係
都
市
と
連
絡
を
取
り
合
い

な
が
ら
、
資
料
の
収
集
と
こ
の
史
実
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
働
く
喜
び
の
あ
る
町
づ
く
り

◇
観
光
分
野

　
当
町
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
近
畿
自

動
車
道
紀
勢
線
の
南
進
や
映
画
「
海
難

１
８
９
０
」
の
好
影
響
に
よ
り
、
目
に

見
え
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
内
の
観
光
関
連
施
設
は
も
と
よ
り
、

ト
ル
コ
記
念
館
の
入
館
者
数
も
昨
年
高

速
道
路
が
開
通
し
て
か
ら
本
年
２
月
末

ま
で
で
２
１
，
１
０
５
人
と
例
年
の
同

期
間
と
比
較
し
て
２
７
３
％
と
大
き
く

増
加
し
て
お
り
、
近
年
に
な
い
賑
わ
い

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
映
画
を
契
機
と
し
て
特
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
樫
野
崎
に
お
い
て

は
、
ト
ル
コ
記
念
館
付
近
に
物
産
販
売
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昨
年
紀
勢
自
動
車
道
・
田
辺
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
す
さ
み
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
38
㎞
、
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
・
那
智
勝
浦
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
市
屋
ま
で
の
６
・
３
㎞

が
、
秋
に
開
催
さ
れ
た
紀
の
国
わ
か
や

ま
国
体
前
に
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
新
規
事
業
採

択
を
受
け
た
す
さ
み
串
本
道
路
19
・
２

㎞
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
測
量
設
計
作

業
を
行
い
平
面
図
等
の
作
成
、
工
事
用

道
路
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一

日
も
早
い
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

未
事
業
化
区
間
で
あ
る
串
本
か
ら
太
地

ま
で
の
19
㎞
に
つ
い
て
も
、
一
日
も
早

い
事
業
化
お
よ
び
高
速
道
路
整
備
の
早

期
実
現
に
向
け
、
地
元
選
出
国
会
議
員

の
方
々
の
お
力
添
え
に
よ
り
官
民
一
体

と
な
っ
た
要
望
活
動
や
関
係
機
関
へ
の

働
き
か
け
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
地
籍
調
査

　
高
速
道
路
事
業
の
進
捗
に
大
き
く
影

響
す
る
事
業
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
、

二
色
地
区
、
高
富
地
区
の
調
査
を
皮
切

り
に
平
成
28
年
度
か
ら
は
本
格
的
に
高

速
道
路
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
た
地
区
の
調

査
を
主
体
と
し
て
作
業
を
行
い
、
高
速

道
路
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
ま

や
休
憩
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
「
に
ぎ
わ
い
広
場
」
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
当
町
と
ト
ル
コ
の
友
好
の
歴

史
に
関
す
る
語
り
部
の
育
成
や
、
ト
ル

コ
の
文
化
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
訪
れ
ら
れ
た

方
々
の
満
足
度
を
高
め
る
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

◇
ご
当
地
グ
ル
メ

　
一
昨
年
２
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
「
串

本
マ
グ
ロ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
御
膳
」
は
、

こ
の
２
年
間
で
、
５
，
６
０
０
食
に
達

し
、
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
順

調
に
来
ら
れ
た
の
は
、
料
理
店
の
皆
さ

ん
は
も
と
よ
り
、
関
係
者
の
方
々
の
熱

心
な
取
り
組
み
の
お
か
げ
と
感
謝
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
議
会
で
「
串

本
マ
グ
ロ
料
理
推
進
協
議
会
」
へ
の
活

動
補
助
金
等
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
参
加
店
舗
数

の
拡
大
、
ひ
い
て
は
、
今
後
の
地
域
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

■
自
然
と
共
生
す
る
町
づ
く
り

◇
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
和
歌
山
県
は
、
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー

ク
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向

け
て
「（
仮
称
）
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
」
を
当
町
に
お
い
て
整
備

す
る
こ
と
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
施
設
は
情
報
提
供
、
展
示
や
体
験

な
ど
の
役
割
を
担
い
、
人
材
育
成
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
、
シ
ア
タ
ー
機
能
を
有
す
る

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
の
核
と
な
る
施

設
で
あ
り
、
平
成
30
年
度
末
完
成
予
定

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
建

物
に
つ
い
て
は
和
歌
山
県
が
建
設
を
行

い
ま
す
が
、
用
地
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
で
用
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
提

案
が
各
市
町
村
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
そ
の
用
地
選
定
が
行
わ
れ
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
構
成
す
る
市
町
村
が
誘

致
に
手
を
上
げ
る
中
、
当
町
の
積
極
的

な
提
案
が
功
を
奏
し
決
定
し
た
も
の
で
、

建
設
予
定
地
は
、
潮
岬
タ
ワ
ー
近
隣
の

民
間
所
有
地
で
す
。

　
当
町
の
観
光
施
設
が
増
え
る
こ
と
や
、

修
学
旅
行
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
る

こ
と
等
、
当
町
に
多
大
な
経
済
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

◇
高
速
道
路

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

■
協
働
の
町
づ
く
り

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、
社
会
環
境

の
変
化
に
よ
り
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
を
維
持
で
き
る
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
歳
入
の
大
部
分
を
占
め

る
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
措
置
が

段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
財
政
構
造
の
体
質
強
化
」、「
経

常
経
費
の
削
減
」、「
財
源
の
有
効
配
分
」

な
ど
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
、
人
員

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
業
務

の
効
率
化
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

の
中
で
先
に
述
べ
ま
し
た
が
、
平
成
28

年
度
よ
り
「
こ
ど
も
未
来
課
」
を
設
置

い
た
し
ま
す
。
行
政
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対

策
に
効
率
的
・
重
点
的
に
取
り
組
む
た

め
、
現
職
員
数
の
範
囲
の
中
で
、
行
政

組
織
の
改
革
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平成２８年　第１回定例会　施政方針　
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魅力ある、地域づくり、人づくり、仕事づくりを進め、
希望の持てるまちづくりを目指して
　先の第 1回定例会において串本町の平成 28 年
度一般会計当初予算が決まりました。
　今回の当初予算額は 91 億 6,900 万円で、平成
27年度の当初予算と比較して9億2,500万円(9.2%)

の減となりました。今月号では、当初予算の概要
についてご紹介いたします。( 金額は項目ごとに
1万円未満を四捨五入しており、合計額と予算総
額は一致しません。)

28
年
度
予
算
の
特
徴

　
映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
の
公
開
、
日
ト

友
好
１
２
５
周
年
記
念
式
典
、
紀
の
国
わ
か

や
ま
国
体
の
開
催
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

の
南
進
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
串
本
町
の

注
目
度
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
中
、
本
年

度
は
、
こ
の
こ
と
を
今
後
の
活
力
に
活
か
せ

る
よ
う
更
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
希

望
の
持
て
る
串
本
町
を
創
り
出
す
こ
と
を
目

指
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
納
税
義
務
者
の
減
に
よ
り

個
人
町
民
税
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
固

定
資
産
税
に
お
い
て
、
償
却
資
産
税
額
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
税
全
体
で
は
増

額
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
合
併
算
定
替
措
置
の
縮
減

な
ど
の
減
少
要
因
が
あ
る
も
の
の
、
公
債
費

分
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前

年
度
と
同
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
田
並
ご
み
焼
却
場
跡
地
整

備
事
業
等
の
終
了
に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費

が
大
幅
に
減
少
し
た
一
方
で
、
扶
助
費
や
公

債
費
は
引
き
続
き
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
係
る

経
費
や
錦
富
学
童
保
育
所
の
開
設
等
に
よ
り

物
件
費
が
増
加
し
た
結
果
、
貯
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
を
２
億
８
，
８
０
０
万
円
取
り

崩
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
付
い

た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄

付
金
を
、
国
際
交
流
、
医
療
、
防
災
対
策
等

に
資
す
る
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

公債費

全般的な管理事務、徴税、選挙、財務事務など
に使われる経費
福祉サービス、医療費、保育所の運営など町民
の生活と社会生活の保障に使われる経費
予防接種や健康診断などの保健関係、ごみ処理
などの衛生関係に使われる経費
　…農業、林業、漁業の振興に使われる経費
商業や工業の振興、観光事業等に使われる経費
道路や公園、住宅などの整備に使われる経費
消防・救急のために使われる経費
小・中学校の運営や体育施設、図書館の管理、
生涯学習などの教育関係に使われる経費
町の債務（借金）の返済に使われる経費

…

…

…

…
…
…
…

…

用語解説

用語解説
自主財源…
依存財源…

町が自主的に徴収できる財源のこと
国や県から交付されたり、借金によってまか
なったりする財源のこと

【歳出】

歳出総額
91億6,900万円

総務費
13億1,267万円
（14.3％）

民生費
28億8,485万円
（31.5％）

衛生費
13億3,593万円
（14.6％）

農林水産業費　1億9,405万円（2.1％）
商工費　2億7,278万円（3.0％）

土木費　3億6,315万円（4.0％）

消防費
6億3,037万円
（6.9％）

教育費
7億8,230万円
（8.5％）

公債費
12億9,694万円
（14.1％）

その他　9,596万円（1.0％）
※議会費　9,044万円
※予備費      500万円　ほか

【歳入】

町税
14億1,129万円
（15.4％）

地方交付税　45億円
（49.1％）

分担金および負担金
9,155万円
（1.0％）

使用料および
手数料

1億5,375万円
（1.7％）

財産収入・寄附金・繰入金・繰越金・諸収入
6億6,596万円（7.2％）

国庫支出金
7億4,241万円
（8.1％）

県支出金
6億4,376万円
（7.0％）

町債
5億4,560万円
（6.0％）

その他(地方消費税交付金など)
4億1,470万円（4.5％）

依存
財源
（74.7％）

自主
財源
（25.3％）

平成２８年度一般会計当初予算
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性質別歳出

人件費
18億4,211万円
（20.1％）

物件費
16億8,876万円
（18.4％）

維持補修費
1億1,156万円

（1.2％）
扶助費
11億361万円
（12.0％）

補助費等
12億4,218万円
（13.6％）

普通建設事業費
5億8,063万円
（6.3％）

公債費
12億9,694万円
（14.1％）

繰出金
10億9,601万円
（12.0％）

積立金
1億6,369万円
（1.8％）

投資および出資金、貸付金
3,800万円（0.4％）

災害復旧事業費、
予備費
552万円（0.1％）

【特別会計】
特別会計とは、一般の歳入歳出と区分して経理される、特定の事業のために設けられた会計です。
平成 28 年度の各特別会計予算の合計は 101 億 7,326 万円となりました。
また、一般会計予算と各特別会計予算を合計すると 193 億 4,226 万円となりました。

会計名 予算額 概要

後期高齢者医療特別会計 ５億2,120万円 高齢者への医療費給付事業のための会計

国民健康保険事業特別会計 35億6,373万円 国民健康保険に係る医療費給付のための会計

介護保険事業特別会計 24億9,242万円 介護サービス給付のための会計

病 院 事 業 会 計 27億1,872万円 くしもと町立病院の会計

水 道 事 業 特 別 会 計 6億4,262万円 飲料水供給のための会計

国 民 宿 舎 事 業 会 計 1,234万円 国民宿舎「あらふね」の会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,670万円 サンゴ台地区の下水道事業の会計

住宅資金貸付事業特別会計 2,079万円 住宅の新築、改修および宅地取得資金貸付事業に係る会計

各 財 産 区 特 別 会 計 1億6,445万円 串本・潮岬・出雲・田並・和深・古座・西向・田原財
産区の合計

東牟婁郡公平委員会特別会計 30万円 東牟婁郡で共同設置する、公務員の不服申立てなどを
審査する公平委員会の会計

合 計 101億7,326万円

町民 1人当たりに
換算すると…

町民１人当たりの町税

８万１，７４７円
町民１人当たりに使うお金

５３万１，１０５円
町民１人あたりの借金残高（28年度末見込）

８１万８１３円
ただし、交付税措置により実質的に

２２万１，５６２円
※上記金額は、平成 28年 2月末現在の 
　人口（17,264 人）を用いて、一般会
　計ベースで試算したものです。

平成２８年度当初予算
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基金（積立金）と町債（借入金）について
【基金の状況】・・・町が行っている積立 ( 貯金 ) を
基金と言います。一般会計には、年度間の財源の調
整を図るための財政調整基金、町債の償還財源を確
保するための減債基金、合併市町村振興基金やふる
さとのまちづくり応援基金など特定の事業の財源と
するための 16 の特定目的基金があります。

特別会計には、介護給付費準備基金など 3つの基金
があります。平成 28 年度は、一般会計当初予算に
おいて財政調整基金を 2億 8,800 万円取り崩した予
算編成となっています。また、国際交流、医療、防
災対策などの事業に活用するために、ふるさとのま
ちづくり応援基金を 1,861 万円取り崩しています。

平成27年度末現在高 平成28年度積立額 平成28年度取崩額 平成28年度末現在高
（一　般　会　計）
財 政 調 整 基 金 12億4,060万円 21万円 2億8,800万円 9億5,280万円
減 債 基 金 4億4,431万円 5,442万円 1,647万円 4億8,226万円
特 定 目 的 基 金 16億5,947万円 1億906万円 1億2,296万円 16億4,558万円
小 計 33億4,438万円 1億6,369万円 4億2,743万円 30億8,064万円
特 別 会 計 5,429万円 2万円 2,974万円 2,457万円
合 計 33億9,867万円 1億6,371万円 4億5,717万円 31億520万円

※いずれも見込み値

【町債の状況】・・・町債は保育所や学校の建設など様々な事業を行うためにする借金のことで、過疎対策
事業債や合併特例債など事業内容に応じていろいろな種類があります。平成 28 年度
は一般会計で 8億 510 万円、病院事業会計で 1,600 万円を新たに借り入れる予定です。
特別会計は、病院事業、水道事業、国民宿舎事業、下水道事業、住宅資金貸付事業の
合計となります。

平成27年度末残高 平成28年度借入額 平成28年度償還額 平成28年度末残高
一 　 般 　 会 　 計 143億4,311万円 8億510万円 11億5,034万円 139億9,787万円
特 別 会 計 34億7,193万円 1,600万円 2億8,154万円 32億639万円
合 計 178億1,503万円 8億2,110万円 14億3,188万円 172億425万円

※いずれも見込み値

　町債を借り入れると、公債費として翌年度からその償還を行う必要がありますが、償還金の一部
が普通交付金税で補てんされる仕組みとなっているものがあります。
　例えば、過疎対策事業債や合併特例債は元利償還金の 70％が、臨時財政対策債は 100％が普通交
付税で補てんされます。
　串本町は合併特例債を発行することが可能であり、このように有利な町債を選択するように努め
ています。一方で、公営住宅建設事業債のように交付税措置のない町債もあります。

例えば1億円を合併特例債で借り入れると…

※ 1億円の合併特例債を借り入れた場合、うち 
　7,000 万円が交付税措置され、
　3,000 万円が実質の町負担となります。

 このことから計算すると、一般会計の
平成 28 年度末町債残高見込額の約 140
億円は、全てが町負担となるのではなく、
うち 73％にあたる約 102 億円が交付税
措置され、約 38 億円が実質の町負担と
なり、町民一人当たりの負担額は 22 万
1,562 円となります。

平成２８年度当初予算
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子
ど
も
医
療
経
費２

，
８
９
２
万
７
千
円

▽
平
成
28
年
８
月
か
ら
義
務
教
育
就
学

児
入
院
医
療
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、

外
来
も
対
象
と
す
る
。

学
童
保
育
事
業
（
錦
富
学
童
保
育
所
）

２
，
０
５
８
万
８
千
円

▽
旧
錦
富
小
学
校
を
活
用
し
、
大
島
・

橋
杭
・
串
本
西
小
学
校
の
希
望
児
童

の
学
童
保
育
所
を
開
設
す
る
。

串
本
保
育
所
給
食
棟
改
修
工
事
等

３
０
１
万
８
千
円

▽
串
本
保
育
所
に
お
い
て
、
認
定
こ

ど
も
園
開
設
に
向
け
た
環
境
整
備
と

し
て
、
給
食
棟
の
改
修
と
増
加
す
る

入
所
者
に
対
応
す
る
た
め
、
バ
ル
コ

ニ
ー
を
設
置
、
０
歳
児
保
育
室
間
仕

切
り
工
事
を
行
う
。

田
並
地
区
地
域
防
災
拠
点施

設
整
備
事
業

２
，
０
２
６
万
１
千
円

▽
田
並
地
区
の
防
災
拠
点
と
な
る
施
設

　
と
避
難
路
を
整
備
す
る
。

上
ケ
地
地
区
避
難
路
整
備
事
業

２
，
０
４
３
万
円

▽
大
地
震
等
発
生
の
際
に
津
波
か
ら
高

　
台
へ
避
難
す
る
避
難
路
を
整
備
す
る
。

日
米
修
交
２
２
５
周
年
記
念
事
業

１
３
３
万
１
千
円

▽
レ
イ
デ
ィ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
号
来
航

２
２
５
周
年
を
記
念
し
た
事
業
を
実

施
す
る
。

水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急

施
設
整
備
事
業

２
，
０
０
０
万
円

▽
潮
岬
沿
岸
に
お
い
て
、
築
い
そ
・
投

　
石
事
業
を
行
う
。

ジ
オ
セ
ン
タ
ー
用
地
購
入
費

３
，
５
０
０
万
円

▽
和
歌
山
県
が
建
設
を
予
定
し
て
い
る

「（
仮
称
）
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
」
に
か
か
る
用
地
を
購
入
す

る
。

前
地
町
営
住
宅
建
替
事
業

２
，
３
７
８
万
１
千
円

▽
老
朽
化
が
著
し
く
耐
震
性
に
も
乏
し

い
状
況
に
あ
る
前
地
町
営
住
宅
の
建

替
え
を
行
う
。

二
色
消
防
団
屯
所
建
替
事
業

１
，
４
９
５
万
３
千
円

▽
低
地
に
あ
り
、
老
朽
化
が
進
む
二
色

消
防
団
屯
所
の
解
体
を
行
い
、
旧
錦

富
小
学
校
の
運
動
場
内
に
建
替
え
る
。

消
火
資
機
材
整
備
事
業

２
，
５
０
０
万
８
千
円

▽
老
朽
化
が
進
む
西
向
分
団
の
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
と
大
島
分
団
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
す
る
。

救
急
資
機
材
整
備
事
業

３
，
０
６
１
万
８
千
円

▽
救
急
搬
送
に
よ
り
消
耗
の
激
し
い
救

急
車
に
つ
い
て
、
町
民
の
生
命
を
守

る
た
め
台
数
の
確
保
、
更
新
の
必
要

平成２８年度のおもな施策

が
あ
り
、
串
本
署
に
高
規
格
救
急
車

を
配
備
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
経
費

４
，
２
７
３
万
８
千
円

▽
平
成
27
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
「
串

本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の
運
行

に
要
す
る
経
費
。

学
校
給
食
管
理
経
費

１
億
４
，
２
８
８
万
５
千
円

▽
平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
串
本

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
に

要
す
る
経
費
。

庁
舎
建
設
準
備
基
金
積
立
金

　
１
億
円

▽
新
庁
舎
建
設
の
財
源
確
保
の
た
め
、

　
基
金
に
積
み
立
て
を
行
う
。

広報くしもと　2016 年 4月号11



　子ども未来課からのお知らせ

「こども未来課」を新設します
　平成２８年４月から、新たに「こども未来課」が設置されます。
　子育てに関する相談や各種手続きをわかり易くするため、これま
で、福祉課、教育課等で行われていた子育てに関する役場窓口を「こ
ども未来課」に一本化します。
　平成２８年４月以降、子育てに関するお問い合わせは「こども未来課」までお願いいたします。

 News

◇主な業務内容

主な業務内容

こども未来課
幼稚園、保育所（園）、児童扶養手当、児童手当、母子寡婦福祉、学童保育所、

認定こども園、児童虐待、児童遊園地、子育て相談に関することなど

◇お問い合わせ先
　串本町役場こども未来課　℡０７３５－６７－７０２７

　「こども達の元気な声と笑顔が溢れる町」を目指し、子育て支援にいっ
そう力をいれていきます。

税務課

住民課

福祉課

会計課

こども未来課
子
育
て

支
援
室

◇こども未来課案内図

①役場本庁舎の正面玄関を入り左へ。
②突き当たりを左へ。
③階段があるので、２階へ。
④階段を上がり、右側にこども未来課、
　左側に子育て支援室「りぼん」の相
　談室があります。
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 News
　住民課からのお知らせ

後期高齢者医療制度の保険料率等が改定されます
　和歌山県後期高齢者医療制度の平成２８・２９年度の保険料率等が決定したのでお知らせします。
　保険料は、等しく負担していただく均等割額と、所得に応じて決まる所得割額の合計額となりま
す。なお、所得の少ない方などには今までどおり軽減制度があり、さらに均等割額の５割・２割軽
減の対象が拡大されます。
　平成２８年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

年度 均等割額 所得割率 賦課限度額
（上限保険料額）

平成２８・２９年度（年間） ４４，１７７円 ８．９３％ ５７万円
平成２６・２７年度（年間）【参考】 ４４，７３０円 ８．５５％ ５７万円

■平成２８年度の特別徴収（年金天引き）は４月より開始
　《仮算定》４月・６月・８月　　　　《本算定》１０月・１２月・２月

仮算定 本算定
４月

（１期）
６月
（２期）

８月
（３期）

１０月
（４期）

１２月
（５期）

２月
（６期）

■平成２８年度の普通徴収（口座振替・納付書での納付）は７月より開始
　○普通徴収の対象となられた方は、４月・５月・６月の納付はありません。
　　通知等は７月中ごろに送付させていただきますので、保険料は翌年の３月までの９回で納めて
　　いただくことになります。
　※本算定以降では、所得更正等により併徴（特別徴収・普通徴収両方）となる場合があります。

本算定

７月
(１期 )

８月
( ２期 )

９月
( ３期 )

１０月
( ４期 )

１１月
( ５期 )

１２月
( ６期 )

１月
( ７期 )

２月
( ８期 )

３月
( ９期 )

◇お問い合わせ先
　串本町役場住民課　後期高齢者医療係　℡０７３５－６２－０５６１
　和歌山県後期高齢者医療広域連合　　　℡０７３－４２８－６６８８

　住民課（環境グループ）からのお知らせ

　平成２８年度より、単独処理浄化槽（し尿のみを処理する浄化槽）を撤去し、新たに合併処理浄
化槽を設置する方に、撤去費用の一部（限度額９０，０００円）を上乗せして補助します。

単独処理浄化槽の撤去費用が補助対象になります

◇補助金額について
　単独処理浄化槽の撤去に要する経費と
９０，０００円とを比較して少ない方の額

◇お問い合わせ先
　串本町役場住民課　環境グループ
　℡０７３５－７２－００８３
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　住民課からのお知らせ

串本町福祉医療費等助成制度について
　串本町では、町内在住で各制度の条件に該当
する方について、保険適用になった医療費の自
己負担分を助成する制度があります。医療費の
助成を受けるには申請・認定が必要です。

 News

制度名 内容

①
子ども
医療費助成制度

就学前の乳幼児は入院・外来、小・中学生は入院に係る医療費が助成対象
となります。
★平成２８年８月より対象が拡大されます。詳細については、次号以降の
　広報でお知らせいたします。

②
ひとり親家庭
医療費助成制度

配偶者のいない方が児童を扶養する家庭等で、児童が満１８歳になったの
ち最初に達する３月３１日まで、その親（扶養者）と児童の入院・外来に
係る医療費が助成対象となります。
＜所得要件あり＞

③
重度心身障害児 (者 )
医療費助成制度

以下の条件の方の医療費が助成対象となります。＜所得要件あり＞
・身体障害者手帳１級・２級
・身体障害者手帳３級　※住民税非課税世帯の入院に係る医療費のみ。
・精神障害者保健福祉手帳１級・２級
・療育手帳Ａ判定
・特別児童扶養手当１級

④
老人
医療費助成制度

６７～６９歳で、以下の条件に該当する方の、入院・外来に係る医療費が
助成対象となります。
・後期高齢者医療の被保険者でない
・本人および世帯員が町県民税非課税である
・他の世帯の方から扶養を受けていない
・生活保護を受けていない　ほか　＜所得・資産要件等あり＞

入院時食事療養費
助成制度

①②③の対象者のなかで、一定の条件を満たす方に対して、入院時食事療
養費の一部を支給します。＜所得要件等あり＞

　制度内容の詳細につきましては、串本町の
ホームページをご覧いただくか、串本町役
場住民課福祉医療係（℡０７３５－６２－
０５６１）までお問い合わせください。

　福祉課からのお知らせ

災害時要援護者台帳登録制度のお知らせ
　災害時に援助が必要な方を事前に把握し、いざというときの円滑な支援に役立てるための「災害
時要援護者台帳」を作成しています。
　高齢者のみの世帯、重度の障がい者手帳の交付を受けている方や、要介護３以上の認定を受けて
いる方等で台帳に登録を希望される方は、役場福祉課援護者台帳係までお問い合わせください。
◇お問い合わせ先
　串本町役場福祉課　　℡０７３５－６７－０１７４（和深総合センター）または
　　　　　　　　　　　℡０７３５－６２－０５６２（福祉課）
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　住民課からのお知らせ

　今回は平成２８年度の国保税率について説明します。

国保財政の健全化に向けて（14）

 News

◇お問い合わせ先　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

平成２８年度国保税率

収入不足の現状

　以前から行っている収入不足の試算と同じ方法で今年度の状態を見積もったところ、「収入不足
額」は１億円強となりました。当初２億円あったものを約半分にできたことになります。
　税の見直しで２億円の１／３をまかなう計画でしたので、計画通りですと不足額が２／３になる
はずですが、国からの財政援助が厚くなったこと・社会保険からの補填額が増えたことにより、予
定より多く圧縮できたと見込まれます。
　収入不足額が予定より圧縮できたため、国保税の見直し額も２７年度と比べて約８５％の額にす
ることができました。

　今年度も国保税の見直しにより、負担の増える額が小さい世帯と大きい世帯を示して、細かい計
算などの説明を省きたいと思います。ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

○負担の増える額が大きい世帯（税の軽減基準以上に所得がある世帯）

◎年額で１１，８００円＋所得　×０．６６％上がります。
※具体的にいくら位影響があるのか？

◎世帯の所得※１００万円の場合

◎世帯の所得※２００万円の場合
１１，８００円＋６，６００円＝１８，４００円上がります

１１，８００円＋１３，２００円＝２５，０００円上がります
※所得　加入者それぞれの所得から３３万円を引いた後の額。
　　　　所得が３３万円より少ない方は０円で計算。

○負担の増える額が最小の世帯（基礎控除後の所得が0円の世帯）

◎年額で３，５００円上がります。
◎たとえばこんな世帯
　一人暮らしで収入は国民年金の基礎年金のみ。
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　住民課からのお知らせ

入院時の食事代が変わります
　入院した時の食事代は、１食につき５０６円から６４０円（食事療法によって加算あり）の費用
がかかり、保険が適用されるため、患者の皆さまの自己負担額は１００円～２６０円でした。
　このたび法律が改正され、入院時の食事代が下表のとおり一部変更されます。住民税非課税世帯
の方の食事代は据え置きとなりますが、住民税課税世帯の方は段階的に自己負担額が引き上げられ
ます。
　ご理解ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

 News

◇食事１回あたりの自己負担額

現行 平成２８年度 平成２９年度以降

住民税課税世帯 ２６０円 ３６０円 ４６０円

上記のうち、平成２８年3月３１日
時点で精神病棟に１年以上入院 ２６０円

住民税非課税
世帯※

過去１年間で
９０日以下の入院 ２１０円

過去１年間で
９０日を超える入院 １６０円

７０歳以上で所得
なし １００円

　税務課からのお知らせ

自動車税について
◇自動車税の納期限について
　自動車税の納期限は５月３１日（火）です。
納期内納税をお願いします。
　納税はお早めにお近くの金融機関、コンビニ
などへ。
　ペイジー対応ATM、インターネットバンキ
ング、パソコン・携帯電話からクレジットカー
ドで納付ができます。

◇自動車税の免税
　身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健
福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方が使用す
る自動車は、一定の要件を満たす場合、申請に
より減免を受けることができます。
◇お問い合わせ先
　紀南県税事務所
　℡０７３９－２６－７９０８

◇お問い合わせ先
　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

※住民税非課税世帯の方も、「限度・減額認定証」を提示しなければ３６０円で請求されます。

負担額
所得区分
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　総務課からのお知らせ

　和歌山県主催による「和歌山県行政報告会」を次の日時で開催
します。
　「和歌山県行政報告会」では、知事が県行政の重点施策や各地
域の課題、トピックスなどについて話し、参加された県民の皆さ
まと直接意見交換を行います。
　「和歌山県行政報告会」は平成２１年度から県内各地において
開催しており、串本町における開催は平成２６年７月以来となり
ます。
　皆さまの積極的なご参加をお待ちしています。

和歌山県行政報告会の開催について

 News

◇主催　　和歌山県
◇日時　　平成２８年４月２７日（水）
　　　　　午後６時３０分～午後８時まで
◇場所　　和歌山東漁業協同組合　串本本所
　　　　　荷捌き所２階　　
◇出席者　仁坂　吉伸　和歌山県知事（主催者）
◇来賓　　田嶋　勝正　串本町長（開催地町長）
◇内容　　（１）

　　　　　（２）
◇お問い合わせ先
　和歌山県　知事室　広報課
　　℡０７３－４４１－２０３４
　東牟婁振興局　地域振興部　企画産業課
　　℡０７３５－２１－９６０４
　串本町役場総務課
　　℡０７３５－６２－０５５５

知事による県行政の重点施策や
各地区の課題、トピックスなど

※水道使用開始および中止手数料について、お支払
いをいただいていない場合、水道の開栓について
応じられない場合もありますのでご注意ください。

　水道課からのお知らせ

　水道の使用開始時および使用中止時の開閉栓については、条例改正により
平成２８年７月１日より下記のとおり手数料が必要となります。
　この手数料については、水道の使用開始および使用中止の届出の際に納付
いただくこととなります。郵送で届出をおこなう方については、別途納付書
を送付いたします。

水道開閉栓時の手数料について

◇お問い合わせ先
　串本町役場水道課　℡０７３５－７２－００８２

◇手数料について
　水道使用開始時　１回につき　７５０円
　水道使用中止時　１回につき　７５０円

に関する説明
知事と参加者との意見交換
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　福祉課からのお知らせ

年金生活者等支援臨時福祉給付金支給事業について
　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい
低所得の高齢者を支援し、平成２８年前半の個人消費の下支えにも資
するよう、「年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）支給事業」
を実施します。申請方法等の詳細につきましては、申請書と一緒にお
送りするチラシ等をご覧ください。

 News

◇支給対象者・支給額
　平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成２８年度中に６５歳以上となる方（昭和
２７年４月１日以前に生まれた方）。支給額は対象者１人につき３万円
【平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者】
　◎平成２７年１月１日現在で串本町の住民基本台帳に登録されている方（※）
　◎平成２７年度分の市町村民税（均等割）が課税されていない方
ただし、次の方は支給の対象となりません。
　○平成２７年度分の市町村民税（均等割）が課税されている方の扶養親族となっている方
　○生活保護制度の被保護者となっている方など
※以下に該当する方は、扶養関係に関わらず支給対象となる可能性があります。詳細は、福祉課
　臨時福祉給付金係までお問い合わせください。
　○配偶者からの暴力を理由に避難されており、現在、串本町にお住まいの方（ＤＶ被害者）
　○障害者や高齢者で虐待を受け、入所等の措置が採られている方で、平成２７年１月１日時点
　　の住民票所在市区町村が串本町の方
◇申請書類の配布

　３月末に、支給対象者と思われる方のおられる世帯に、税務課発行の「町県民税に関するお知らせ」
に給付金の申請書等を同封して発送いたします。
◇申請方法等（原則として郵送による申請）
　◎申請先　　串本町役場福祉課 
　◎申請期間　平成２８年４月１日（金）～ 平成２８年７月１日（金）
　◎提出書類　①申請書
　　　　　　　②支給対象者全員分の本人確認書類の写し
　　　　　　　　（写真付き住民基本台帳カード、運転免許証、パスポートの写し等）
　　　　　　　③給付金の振込先に指定した口座情報が確認できる書類の写し
　　　　　　　　（通帳、キャッシュカードの写し）

※提出書類③につきましては、平成２７年度臨時福祉給付金を受給した振込口座と
　同じ口座を指定する場合は、添付の必要はありません。

◇支給方法
　原則として、申請書に記載した指定口座への振込により支給されます。
◇お問い合わせ先
　串本町役場福祉課　臨時福祉給付金係　℡０７３５－６２－０５６２
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　地域包括支援センターからのお知らせ

　平成２８年３月１４日、串本町地域包括支援センターが串本町役場２階から串本町地域保健福祉
センター１階（串本町串本２３６７）に移転しました。介護サービスの利用の仕方がわからない場
合や介護に関する悩みごとがある場合など、お気軽にご相談ください。
◇お問い合わせ先
　地域包括支援センター　℡０７３５－６２－６００５
　　　　　　　　　　　　　　　※電話番号は以前のままとなっております。　　　　

地域包括支援センターの移転について

 News

認知症の人と家族の会　家族のこと、一人で悩まないで・・・
　認知症の高齢者を介護している同じような経験をもつ人が集まり、相談やお
互いの経験を話し合う場所です。
　介護の負担がわかりあえるので気持ちが楽になります。悩みをうちあけてみ
ませんか？少しの時間でもいいので、参加してみませんか？

◇日時　毎月第三火曜日　１３時半～１５時
◇場所　串本町地域保健福祉センター１階

◇お問い合わせ先　地域包括支援センター
℡０７３５－６２－６００５

　福祉課からのお知らせ

振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意ください
　「年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）」に関して、申請書の提出後に不明な点があっ
た場合、当町から問い合わせを行うことはありますが、以下のようなお願いをすることは絶対にあ
りません。

○市区町村や厚生労働省などがATM（銀行、コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお
　願いすることは、絶対にありません。
○ ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは、絶対にできません。
○市区町村や厚生労働省などが、「年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）」の支給
　のために、手数料などの振込を求めることは、絶対にありません。
○厚生労働省が住民の皆さまの世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、
　絶対にありません。

◎ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がか
　かってきたり、郵便が届いたりした場合、次の連絡先までご連絡ください。
○串本町役場福祉課　臨時福祉給付金係　℡０７３５－６２－０５６２
○串本警察署生活安全刑事課　　　　　　℡０７３５－６２－０１１０
○警察相談専用電話　　　　　　　　　　℡＃９１１０
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保健センターだより

※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

4月の行事カレンダー

※特定健診は、４月１日現在、串本町国保の資格を有し、健診当日に串本町国保に加入している方が対象です。
　案内通知は健診１０日前頃に郵送いたします。まだ、申し込みされていない方でも申し込みいただければ、健診
　を受けることができますが、健診当日の申し込みは出来ませんので、４月２０日（水）までにご連絡ください。

実施日 内容
4月 7日（木） １０ヶ月児健診

4月14日（木） ２歳６ヶ月児健診

4月15日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

4月21日（木） ３歳６ヶ月児健診

4月26日（火） MR（麻しん・風しん）２期予防接種

4月28日（木）
午前　６ヶ月児相談『TETOTE』

午後　４ヶ月児健診

母子関係事業 成人関係事業

実施日 内容（場所）

4月12日（火）

健康相談（保健センター）
　午後１時３０分～午後３時
希望者に骨密度測定を実施します。
◎４０歳以上の女性で先着３０名様まで
◎４月１１日（月）までにお電話にて
　お申し込みください

4月23日（土） 集団健診「特定・胃・大腸・肺」（和深中学校）

4月24日（日） 集団健診「特定・胃・大腸・肺」（田並公民館）

 

高齢者肺炎球菌予防接種費用助成について
　今年度も、高齢者肺炎球菌予防接種の費用助成を行います。対象者には個別案内をしてい
ますので、内容をご確認のうえ医療機関に予約してください。
◇助成期間
　平成２８年４月 1日（金）～平成２９年３月３１日（金）
◇対象者
　◎上記期間中に、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、
　　９０歳、９５歳、１００歳の誕生日を迎えられる方
　◎上記期間中に６０～６４歳の誕生日を迎えられる方で、心臓、腎臓、呼吸器の重い病気
　　のある方、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害の方で、身体障害者手帳１級をお
　　持ちの方（昨年対象者で助成を受けていない方含む）

　平成２８年４月より６ヶ月児の相談教室『ＴＥＴＯＴＥ (てとて )』をは
じめます。
　生後６ヶ月頃は、お座りが出来るようになり、離乳食を始めるなど、日々
いろんな成長の見られる時期です。
　子育ての悩みは人それぞれですが、この愛着形成の大切な時期を子どもが
かわいいと思えて、楽しく子育てしてほしいという思いでこの相談教室を計画しました。
◇対象者および日時　生後６ヶ月児とその保護者　　第４木曜日　午前１０時～　
◇内容　保育士（手遊び・わらべうた・絵本）　保健師（身体測定・個別相談）　
　　　　栄養士（離乳食相談）※対象者には個別にご案内させていただきます。

６ヶ月児相談を開始します！
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場　　所 日　　時

串本町役場本庁舎２階
（場所についてはP１２を

ご参照ください）

５日､７日､１２日､１４日､１９日､
２１日､２６日、２８日
（９時～１２時･１３時～１６時）

４月の子育て相談日程

◇お問い合わせ先　〒６４９ー３５９２   串本町串本１８００　串本町役場本庁舎内　　　
子育て支援室「りぼん」　℡０７３５ー６７ー７０２７

　平成２８年４月１日より串本町役場本庁舎２
階に場所を移して相談業務を行います。
　役場公設なので秘密は厳守され、安心して相
談できます。子育ての方法や子どもの発達、学
校生活などで困っていることがありましたら、
一人で悩まずに「りぼん」に来て相談してくだ
さい。電話での相談も受け付けます。

子育て支援室「りぼん」が移転します！

　子どもたちが楽しい毎日を送れるように少し
でもお力になれればと思います。皆さんの周り
で子育てに困っている、不安を抱えている方が
いましたら、「りぼんへ行って相談してみたら
…」と声をかけてあげてください。
　相談予定や子育てに関する情報は毎月の広報
でお知らせします。

一般国道42号夜間全面通行止
および交通規制のお知らせ

　ＪＲ田子駅付近の町道赤瀬橋について、老朽化対策のため、架け替え工事を行い
ます。つきましては、工事に伴う国道の通行規制を行いますので、皆さまのご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。

◇通行止め規制
（夜間のみ・雨天順延）

　平成２８年４月　４日（月）～４月　５日（火）
　平成２８年４月１１日（月）～４月１４日（木）
　平成２８年４月１８日（月）～４月２１日（木）
　平成２８年４月２５日（月）～４月２７日（水）
　※規制時間は午後１０時

　　～翌午前４時３０分までです。
　　（３０分ごとに通行解除します）

◇片側交互通行規制
　平成２８年４月１日（金）～４月２７日（水）

（終日・土日も含む）
　平成２８年４月２８日（木）

（午前９時～午後５時）
　平成２８年５月９日（月）～５月２７日（金）

（午前９時～午後５時　土日除く）
◇迂回路について
　迂回路なし（隣接する町道は傾斜等が急なた
め緊急車両のみの通行といたします）

◇お問い合わせ先　串本町役場建設課　℡０７３５－７２－０６２８
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職員手当には退職手当を含んでいません。
職員数は平成26年４月１日現在の人数です。

1．総　括

区　分 住民基本台帳
人口（26年度末）

歳 出 額
Ａ 実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
25年度人件費率

26年度 17,482人 102億8,650
万円

1億7,787
万円

18億9,645
万円 18.4％ 17.5％

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
A

給　　与　　費 １人当たり
給　与　費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末･勤勉

手当 計　Ｂ

26年度 228人 8億219
万円

1億2,705
万円

2億9,774
万円

12億2,698
万円 538万円

（参考）
25年度平均1人
当たり給与費

523万円

（注）人件費には町長や副町長など特別職に支給される給料や手当、町議会議員や各種委員会
報酬等を含んでいます。

（注）

２．職員の平均給与月額・初任給等の状況

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 行 政 職 41.5 歳 304,700 円 369,374 円

技 能 労 務 職 49.9 歳 261,700 円 281,033 円

教 育 職 47.6 歳 331,400 円 361,080 円

消 防 職 39.9 歳 283,700 円 346,179 円

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

（２）職員の初任給の状況

（注）１

２

区　　分 串 本 町

一般行政職
大学卒 174,200 円

高校卒 142,100 円

（平成27年4月1日現在）
平成27年地方公務員給与実態調査より

「平均給料月額」とは平成27年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平
均です。
「平均給与月額」とは給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、
時間外勤務手当などのすべての諸手当（期末・勤勉手当および退職手当を除きま
す。）の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされ
ているものです。

１
２

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（注）１　経験年数10年に該当する職員がいないため、近似の階層（11年）を選　
　　んで記載しています。
２　経験年数15年および近似階層の高卒に該当する職員がないため記載して
　　いません。

区　　分 経験年数11年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 259,700 円 289,800 円 323,100 円

高校卒 214,500 円 ――――― 円 296,900 円
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串　本　町

〈支給率〉
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

〈自己都合〉
20.445 月分
29.145 月分
 41.325 月分
   49.59 月分

〈勧奨・定年〉
25.55625 月分
34.5825 月分
49.59 月分
49.59 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％）

1人当たり平均支給額

（平成26年）
対象なし
（自己都合）

1,873 万円
（勧奨・定年）

３．一般行政職の級別職員数の状況

（１）期末手当・勤勉手当

串　本　町

１人当たり平均支給額
（26年度）　　　130万

【26年度支給割合】
○期末手当：2.60月分 
○勤勉手当：1.50月分

【加算措置の状況】
職制上の段階、職務の級等による加算措置
○役職加算：5～10％
○管理職加算：なし

４．職員の手当の状況

手当の名称 支給実績
（平成26年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額（平成26年度決算）

特 殊 勤 務 手 当 487万5千円 8万7千円

時 間 外 勤 務 手 当 4,027万6千円 20万8千円

扶 養 手 当 3,257万5千円 22万5千円

住 居 手 当 1,176万円 25万1千円

通 勤 手 当 1,304万5千円 7万2千円

管 理 職 手 当 1,050万円 20万6千円

休 日 勤 務 手 当 1,027万2千円 19万8千円

夜 間 勤 務 手 当 397万5千円 7万6千円

宿 日 直 手 当 155万円 1万7千円

管理職員特別勤務手当 243万2千円 5万2千円

（３）その他の手当

（平成27年4月1日現在）　※企業職を除きます。

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は平成26年
度に退職した職員に支給された手当の内、任期付
職員を除いた平均額です。

区　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

標準的な職務内容 主事・技師 主　査 主　任 副課長・班長 課長・副課長 参　事

職 員 数 13人 15 人 47 人 19 人 15 人 2 人

構 成 比 11.7 ％ 13.5 ％ 42.4 ％ 17.1 ％ 13.5 ％ 1.8 %
（注） 串本町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
１
２

（２）退職手当

（平成27年4月1日現在）
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５．特別職の報酬等の状況

（１）年齢別職員構成の状況（平成27年4月1日現在）

６．定員管理

区　分 20歳
未満

20歳
～
23歳

24歳
～
27歳

28歳
～
31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～
59歳

60歳
～
以上

計

職員数 2人 14人 26人 32人 37人 70人 36人 31人 42人 32人 38人 3人 363人

区　分 給　料　月　額　等

給

料
町 　 長
副 町 長

664,000 円
560,000 円

報

酬

議 　 長
副 議 長
議 　 員

270,000 円
215,000 円
200,000 円

期

末

手

当

町 　 長
副 町 長

（26年度支給割合）
2.60 月分　　加算　給料月額の 35 ％

議 　 長
副 議 長
議 　 員

（26年度支給割合）
2.60 月分　　加算　給料月額の 10 ％

退
職
手
当

町 　 長
副 町 長

　　　　　（算定方式）
退職の日の給料月額×在職月数×43.3／100
退職の日の給料月額×在職月数×25.8／100

（1期の手当額）
1,380万円
693万5千円

（支給時期）
任期毎もしくは通算
任期毎もしくは通算

（平成27年4月1日現在）

（注）退職手当の「1期の手当額」は4月1日現在の給料月額および支給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合にお
ける退職手当の見込額です。

（２）職員数の推移

区分
部門 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 過去５年間の

増減数（率）

一 般 行 政 144 140 143 141 135 135 ▲ 9（▲6.3）
教 育 37 36 35 31 31 31 ▲ 6（▲16.2）
消 防 58 58 59 62 62 62 　 4（6.9）
普通会計計 239 234 237 234 228 228 ▲11（▲4.6）

公営企業等
会 計 計 149 147 145 138 128 135 ▲14（▲9.4）

総 合 計 388 381 382 372 356 363 ▲25（▲6.4）

（単位:人、％）

（注） 各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。
平成26年までにおける教育部門職員数には、教育長１人を含みます。

１
２

広報くしもと　2016 年 4月号 24

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（2月受付分　敬称略）

お
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建
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潮
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大
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潮
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出
生
児
氏
名
〉
〈
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〈
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区
〉

「サンゴの湯」をご利用の方々へ
◎「サンゴの湯」優待入浴券の交換について

　「サンゴの湯」優待入浴券は、有効期限が平成２８年３月３１日までとなっています。
　優待入浴券をお持ちの方は、４月１日から「サンゴの湯」で新しい入浴券と、お持ちの入浴
券を交換しております。

◎「サンゴの湯」利用料減免措置について

　「サンゴの湯」では、７０歳以上の串本町民の方の利用料が２００円減額されます。
　また、生活保護法の適用を受けている方、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳および
療育手帳の交付を受けている方は利用料が３００円（小人は１００円）減額されます。
【サンゴの湯利用料　大人４１０円、小人２００円（６歳以上１２歳未満）】
　新規の減免については申請が必要です。
　申し込みの受付は、役場窓口で行っています。
◇お問い合わせ先
　串本町役場企画課
　℡０７３５－６２－０５５６
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串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成28年2月末現在（前月比）
17,264人（－38）
8,072人（－17）
9,192人（－21）
8,865世帯（－13）

連絡先
串本町役場本庁舎
串本町役場古座分庁舎
くしもと町立病院
串本町教育委員会
文 化 セ ン タ ー
串 本 町 図 書 館
保 健 セ ン タ ー

℡62‐0555
℡ 72‐0081
℡ 62‐7111
℡ 72‐0017
℡ 62‐0006
℡ 62‐4653
℡ 62‐6206

町内放送案内（放送内容が聞けます）
0120‐928‐649（フリーダイヤル）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

お持ち帰り・お弁当できます
配達はご相談ください

火災件数（1月からの累計）
建物
林野
その他
合計

0件
1件
1件
2件

※平成28年2月29日が基準日

救急件数（1月からの累計）
交通
急病
その他
合計

24件
120件
71件
215件

※平成28年2月29日が基準日

の
合
計
所
得
が
３
５
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
（
世
帯
の
構
成
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
38
万
円
を
加
算
）。

▼
奨
学
金
の
額

　
月
額

　
４
０
，
０
０
０
円

　
入
学
奨
励
金

　
１
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
時
金
）

▼
奨
学
生
の
決
定

　
奨
学
生
の
決
定
は
、
奨
学
生
選
考
委
員

会
の
選
考
を
経
て
教
育
委
員
会
が
決
定
し
、

本
人
に
通
知
す
る
（
５
月
初
旬
予
定
）。

▼
申
込
手
続

　
①
串
本
町
奨
学
生
願
書

　
②
出
身
高
校
長
の
推
薦
書
ま
た
は
高
等

　
　
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
証
明
書

　
③
同
意
書
（
町
外
に
住
所
を
有
す
る
配

偶
者
が
い
る
場
合
は
、
課
税
証
明
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

　
必
要
書
類
は
教
育
委
員
会
に
て
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
役
場
古
座
分
庁
舎
ま
た
は

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
（
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
ら
郵

送
も
可
能
で
す
）。

▼
返
還

　
無
利
子
・
卒
業
後

年
以
内
に
返
還

（
給
付
で
は
な
く
貸
付
）

※
給
付
で
は
な
く
貸
付
で
す
。
い
わ
ば
教

育
ロ
ー
ン
と
同
じ
で
返
済
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
借
用
書
に
は
保
護
者

と
は
別
に
、
生
計
を
別
に
す
る
保
証
人

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
あ
わ
せ
て
保
証

人
２
名
が
必
要
）。

▼
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
４
９
‐
４
１
２
２

　

　
串
本
町
西
向
３
５
９
番
地

　
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎
（
２
階
）　

　
串
本
町
教
育
委
員
会

　
※
直
接
持
参
さ
れ
る
場
合
、
串
本
町
文

　
　
化
セ
ン
タ
ー
で
も
結
構
で
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
７
２
‐
０
０
１
７

串
本
町
臨
時
職
員
募
集

　
串
本
町
で
は
、
住
民
課
（
役
場
古
座
分

庁
舎
勤
務
）
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

　
１
名

▼
業
務
内
容

　
窓
口
業
務
補
助
・
電
話
交
換
他

▼
雇
用
期
間

　
平
成
28
年
５
月
１
日
〜

平
成
28
年
９
月
30
日

▼
申
込
受
付
期
間
（
直
接
持
参
）

　
平
成
28
年
４
月
４
日
（
月
）
〜

平
成
28
年
４
月
11
日
（
月
）

 

募

　 集

串
本
町
大
学
進
学
等
奨

学
生
追
加
募
集
に
つ
い
て

　
串
本
町
で
は
、
大
学
・
専
門
学
校
等
に

進
学
後
、
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
下
記
の
と
お
り
奨
学
生
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
22
日
（
金
）

▼
貸
与
条
件

　
①
大
学
・
短
期
大
学
及
び
学
校
教
育
法

に
定
め
る
専
門
学
校
に
進
学
予
定
者

　
②
学
生
の
扶
養
者
が
串
本
町
に
住
所
を

有
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

　
③
４
人
家
族
の
世
帯
を
基
準
と
し
、
そ
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冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

【
飼
養
登
録
の
更
新
】

　
串
本
町
役
場
産
業
課 

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
５
８

日

曜

･

無

料

遺

言

公

証

法

律

相

談

　
新
宮
公
証
役
場
で
は
「
日
曜
・
無
料
遺

言
公
証
法
律
相
談
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
28
年
４
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
平
成
28
年
５
月
22
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

　
新
宮
公
証
役
場

▼
相
談
員

　
公
証
人

　
中
村

　
司

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属
）

▼
相
談
内
容

　
遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
（
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
）
・
離
婚
問
題
・
土
地
建
物

の
賃
貸
借
・
金
銭
の
貸
借
・
債
務
弁
済
・

売
買
・
贈
与
・
そ
の
他
の
大
切
な
契
約
・

尊
厳
死
宣
言
・
会
社
定
款
な
ど

▼
予
約

　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　
平
日
（
月
曜
〜
金
曜
）
の
相
談
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
宮
公
証
役
場

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
※
土
日
を
除
く

▼
選
考
方
法

　
面
接
試
験

　
平
成
28
年
４
月
18
日
（
月
）
予
定

▼
募
集
要
項

　
役
場
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
住
民
課
（
古
座
分
庁
舎
）

　
℡
０
７
３
５
‐
７
２
‐
０
０
８
３

 

お
知
ら
せ

メ

ジ

ロ

の

捕

獲

は

原

則

禁

止

で

す

　
愛
玩
目
的
で
の
捕
獲
が
認
め
ら
れ
て
い

た
メ
ジ
ロ
が
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
原
則

捕
獲
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
飼

養
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
（
１
年
ご
と
の

更
新
が
必
要
）
。

　
な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察
で
き
な
い

高
齢
者
の
方
な
ど
は
、
捕
獲
が
許
可
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

【
捕
獲
許
可
】

　
新
宮
保
健
所
串
本
支
所

　
℡
０
７
３
５
‐
７
２
‐
０
５
２
５

 

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

　
平
成
28
年
５
月
２
日
（
月
）

　
○
国
民
健
康
保
険
税（

１
期
・
随
２
期
）

　
○
介
護
保
険
料
（
１
期
・
随
２
期
）

　
○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
随
１
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

 

相
談

▼
人
権
行
政
相
談

①
４
月
７
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
分
庁
舎

②
４
月
21
日
（
木
）

　
　
会
場

　
二
色
多
目
的
集
会
所

▼
行
政
相
談

　

　
４
月
14
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。

　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
番
31
号

　
（
カ
マ
ツ
カ
ビ
ル
３
階
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
２
３
４
４
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平成２８年度 狂犬病予防集合注射の実施について
　平成２８年度「狂犬病予防注射」と「犬の登録受付」を下記の日程で実施します。
　狂犬病予防法により、生後９１日以上の犬には登録と狂犬病予防注射が義務付け
られていますので、必ず受けてください。
　なお、当日都合の悪い場合は、動物病院で注射を受けてください。

登録手数料 注射料金 注射済票交付手数料 合計
新 規 登 録 と 注 射 3,000円 2,640円 550円 6,190円
注 射 の み 2,640円 550円 3,190円

手数料

４月 6日（水）
9:30～ 9:45 佐部集会所
10:00～10:30 上田原寺の付近
10:45～11:15 田原支所跡駐車場
13:00～13:20 古座ヴィラ
13:30～14:00 漁協津荷支所

４月 7日（木）
9:30～10:10 旧上野山保育所付近児童公園横
10:25～10:45 古座青年会館前
11:00～11:20 中湊コミュニティセンター
11:30～11:50 古田コミュニティセンター
13:20～13:50 新宮保健所串本支所

４月 8日（金）
9:30～10:00 姫駅前
10:15～10:45 伊串集会所
11:00～11:30 神野川プール横
13:00～13:45 串本町役場古座分庁舎

４月12日（火）
9:30～10:10 和深総合センター
10:20～10:35 和深公民館
10:50～11:10 安指漁港入り口
11:20～11:30 田子橋
13:00～13:20 田並公民館
13:30～13:50 串本西中学校体育館裏
14:05～14:35 有田公民館

４月13日（水）
9:20～ 9:40 大島開発総合センター
9:55～10:15 漁協大島支所
10:35～11:00 漁協須江支所
11:10～11:30 峰地コミュニティセンター
13:00～13:30 樫野集会所
14:00～14:30 橋杭漁港

４月14日（木）
9:10～10:20 老人憩いの家・わかしお
10:35～11:40 串本町役場串本本庁舎
13:00～13:30 旧国道高富橋付近
13:45～14:05 二色区民集会所
14:25～14:55 サン・ナンタンランド駐車場

４月15日（金）
9:00～10:10 潮岬公民館
10:25～11:00 平松コミュニティセンター
11:15～11:35 萩尾塔石集会所
13:00～13:25 出雲消防屯所前
13:40～14:00 ふれあいの家（権現）

※犬は引きひも（リード）をつけて散歩させ、フン
　は必ず持ち帰って始末しましょう。
※首輪には鑑札・注射済票をつけ、放し飼いはやめ
　ましょう。
※ペットは愛情を持って、最後まで飼育しましょう。


